
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５領域の活動報告 
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●美術表現領域 

●視覚表現領域 

●地域建築領域 

●空間作法領域 

●情報表現領域 

 



●美術表現領域 ---------------------------------------------------------------------------------------------------- 

①《樹の会 名古屋造形大学 日本画若手作家たち》名古屋栄三越にて開催しました。 

 

《樹の会 名古屋造形大学 日本画若手作家たち》名古屋栄三越にて開催しています | NEWS | 名古屋造形大学 

https://www.nzu.ac.jp/news/20251020/


②美術表現領域の本学学生・卒業生が「第 20回 CBC翔け！二十歳の記憶展」で入賞しました。 

 

美術表現領域・大学院（日本画研究）の本学学生・卒業生が「第 20回 CBC 翔け！二十歳の記憶展」で入賞しました | NEWS | 名古屋造形大学 

https://www.nzu.ac.jp/news/20260107/


③屋外ギャラリー展示プロジェクトを行いました。 

 

展覧会タイトル：「FU YOU」展  

会期：2026年 4月 16日～29日 （12:00～19:00） 

休廊：水・金 

会場：みかんハウス 名古屋市北区清水 5丁目 

参加作家：蟹江幸称・内藤蒼・中村寧々・平本礼芽 

 

美術表現領域、洋画・現代美術スタジオでは 2 年次に全員参加の屋外ギャラリー展示プロジェクトを行います。

スタジオの学生達はその時に培った展示に関するスキルを活かして学外での研究発表を積極的に行っています。

我々教員は宣伝や搬入作業の技術面のサポートをして彼らを応援しています。意識の高い学生は着実に将来作家

として活動していく基礎体力をつけて目標に邁進しています。 
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●視覚表現領域 ---------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

日本郵便が運営する JPタワー名古屋の商業施設 KITTE 名古屋からポスター制作を依頼され、26名の学生が参加

し、制作したポスターが春シーズンに館内に掲示されました。その中で宮本有純さんのポスターが最優秀に選出

され、グッズ展開などがされました。 

参加：映像文学（現視覚表現）領域村田スタジオ 13名、東仲スタジオ 13名 

ＫＩＴＴＥ名古屋（キッテ ナゴヤ）/ THE BATON 

 

https://nagoya.jp-kitte.jp/thebaton/archive_nzu.html


●地域建築領域 ---------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

「GAMA LOVE FES 2026、竹フレーム＋ロープベンチ・スツール」 

 

繊維のまち「蒲郡」で行われた GAMA LOVE FES 2026 において、会場である竹島園地にフォトスポットとベンチ･

スツールを製作しました。材料は市内の企業から提供された端材を活用。竹フレームはこどもが喜ぶピンクに塗

装をしてメッセージを描けるようにしました。ロープベンチはフェスの終了後、市内の「生命の海科学館」に移

設、利用されています。 

 

 

 

 

 

  



●空間作法領域 ---------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

①「プルペタ」が、「特許庁長官賞」をいただきました！ 

（空間作法領域 ２年生 鈴木歩美 石田千織） 

  

コンセプトメイキングの授業で発案された絆創膏の作品が、令和７年度の「デザインパテントコンテスト」にて

最高賞である「特許庁長官賞」を受賞しました。 

この授業は「あり得るかもしれない世界」を想定し問題提起を行う「スペキュラティブ・デザイン」の手法を応

用、新たな視点から商品や企画を考えるものです。当作品では、誰でも正確に装着することができる絆創膏の構

造が提案されています。 

受賞した作品の意匠登録申請を特許庁の支援で行い、さらに弁理士さんのサポートを得て「特許申請」にもチャ

レンジ、特許登録の見通しもついています。今後、関連企業との調整も含め、商品化への道を探っていく予定で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②介護福祉×空間デザインで komorebi ギャラリーにて展示中！ 

 

高齢者が住み慣れた地域で、家族や若者たち、地域とつながりながら人生の最期まで安心して暮らし続けられる

環境づくりを目指し、空間作法領域溝口スタジオと、同朋大学介護福祉コース牛田ゼミの学生たちが連携し、「介

護福祉×空間デザイン」をテーマとした介護共創プロジェクトに取り組んでいます。 

特別養護老人ホームやグループホーム、高齢者の住宅リフォームなど、さまざまな福祉の空間を学生たちが実際

に現地調査を行い、新たな空間利用法を施設側へ提案しています。その活動と学生提案内容を地下鉄名城公園駅

Komorebiギャラリーにて 6月 14 日まで展示しています。ぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



●情報表現領域 ---------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

フェリシモチョコレートミュージアム企画展         

「不思議なチョコレート劇場 ～第 2幕～」が始まりました。 

  

去年好評だった企画展「不思議なチョコレート劇場 」が 2026 年も「不思議なチョコレート劇場 ～第 2 幕～」 

として展示を開始しました。不思議なチョコレート劇場は、フェリシモチョコレートミュージアムのメインギャ

ラリー壁面 3面に映像を投影した参加型の作品で、情報表現領域外山スタジオの学生たちにより開発されたチョ

コレートをテーマにしたメディアアート作品です。チョコレートのパッケージをテーブルの台におくとコンテン

ツが切り替わる仕組みで、2026 年は 6 つのコンテンツを楽しめます。また今回は、神戸の街並みをテーマとし

て、鳥瞰図絵師の青山大介さんとコラボをしたプログラムも創作。“チョコの街 KOBE”のトリビアを紐解く体験

ができ、チョコレート発展の歴史に少し詳しくなれるかも知れません。会期は 2026 年 4 月 11 日〜10 月 4 日ま

で、是非神戸にお出かけの際はフェリシモチョコレートミュージアムにお越しください。 

 https://www.felissimo.co.jp/chocolatemuseum/event/event_fcm.html 
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